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西南学院大学図書館

図書室から図書館ヘ一新入生のために－

乙の2月に行われた大学入試3日目，大学図書
館の一部，学習室 ・開架閲覧室が，臨時に受験場
として使用された。当日，問題用紙を前にした受
験生の真剣な眼差しを，半日，監督責任者の立場
で観察する機会を得た。学習室の明るい，開放的
雰囲気も，乙の時は，すっかり異様な緊張のうち
に，長い半日の刻みを示していた。特に，1時限
自の開始直前の空気は，何時もながら，殆ど息苦
しい程である。もっとも，開始ベノレとともに，受
験生が問題解答にとりかかるのを見ると，かえっ
て気分が落着いてくるから妙なものだ。広々とし
た学習室ならぬ試験場を見渡しながら，この4月
に，やがて新入生として，入館してくる表情を予
想する。競争率と合格者数の割合を素早く暗算す
ると．ふと気持に微妙な屈折が生じてくる。
この中から，新入生として図書館にはじめて足
を運ぶ若者の胸にどのような期待が乙められてい
ることであろうか。入館した新入生は， 乙れまで
見慣れた高校時代の図書室とは異質のものを，こ
の大学図書館に見出して くる乙とであろうかD
理想的な大学教育の場は，当然教師と学生の有
機的， 相互的つながりを前提とするものであり，
そこでは，学生は単に限られた一つの空間，大学
施設の，単なる一時的通過者であってはならない
筈である。成程，大学の理念は，時lζ現実の容赦
ない妥協に押し流され， 日々の後退を示す乙とも
事実である。しかし，4年間の学生生活の位置づ
けが，辛うじて，精々外的にその存在を主張する
だけの外観としての建物，施設の素通りを暗示す
るような結果になれば， 事は問題である。
古い伝統を誇る大学では，大学附属中央図書館
が， 事実上，学部，学科の専門図書館と，その目
的，機能面で別々に存在している例が少なくな
い。乙の中にあって，本学の図書館は，学習図書
館 ・研究図書館という多目的役割を統合的に果そ
うと懸命にとりくんでいる。新入生諸君が，高校
時代の図書室と本質的に異なる雰囲気を，今後大
学図書館で経験するであろうと吾々はひそかに自
負する。
しかし，研究，教育としづ言葉は，時lζ余りに
も安易に使われている事も否定できぬ。確かに，
吾々は図書，雑誌資料の集中管理，保管の面で，

図書館長 八 木 車宇

せいいっぱいの努力をつくしてきた。同時に，研
究， 学習の E二兎ミを追う本学の図書館は，前途
にきびしい困難があるととを十分に覚悟しなけれ
ばならない。学部学生の要望を主たる対象ιして
運営される学習図書館の在り方と， 教授，研究者
の専攻分野における資料の整備，徹底した集中的
情報提供の実現といった方向では，予算経費面に
おいても，時に困難な選択をせまって くるもので
あり，本学の図書館が，名実ともに，中央図書館
として，研究， 学習上，それぞれの目的， 機能を
達成し，適切な運営を遂行していくためには，容
易ならぬ決意と，それに相応した十分な予算上の
出費，負担を必要とする。
一方において， 専攻分野における研究者の期
待，要望に ζたえて，資料収集，管理，更には，
情報検索の面で，一層の質的向上をはかり，他
方，学部学生の学習上の目的を十分に配慮して，
利用効果の充実を心がけるということは，言うま
でもなく，至難な両面作戦である。それにも拘ら
ず，吾々は，敢て， 乙の課題に挑戦し，期待され
た図書館の目的達成に全力を傾げ，その業務に懸
命に従事してきた。昨年夏， 2階に複写機を設置
し， 自動操作による方式で，学生諸君の便宜に供
してきたことも，又旧年10月中旬以降，休業日を
除いては，原則として，土曜日を含めて，朝9時
から夜9時まで，開架閲覧室を学生諸君の利用の
ために開放しているのも，困難を克服しながら，
聞かれた大学図書館の姿勢を示すーっの具体的な
あらわれである。
今後の4年閣の学生生活にとって，図書館が，
単にその前を素通りするだけの大学のー施設にな
らないように，新入生諸君に希望したし＇ o 冬を生
きのびた希望が，勢よく陽光を反射させるど月の
空は，同時l己忍び寄る雨雲lζ，たちまち，晴れ
やかな微笑にかげりを見せる定かならぬ栄光をひ
そめている。
新入生諸君が期待する学生生活め展望が，雨雲
にたちまち視界をさえぎられる 4月のはかない，
一瞬の栄光に終る乙となく，新たな内面世界への
出会い，参加へと導くものとなることを，吾々は
心から期待する。
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新入生のための読書案内 ！ 

！神学部 1 神学部教授 関谷 定夫
キリスト教とはわが国では一般に西欧の宗教と考えら
れ勝ちであるが．実は東洋の宗教なのである。聖書の大
部分はパレスチナで書かれ，大成されたといってよい。
先年英国の或る有名な大学図書館を見学した時，外国の
学術雑誌が並んでいる中i乙へプノレ語の雑誌が日本語の
雑誌のすぐ隣に並べられているのを見て奇異に感じた。
しかし考えてみればふしぎではなく当然のことなのであ
る。両者とも分類上同じ東洋語なのである。
聖書特に旧約の方は純粋に東洋の古典であり，ヨーロ
ッパ人よりも我々日本人により親しみ深いものなのであ
る。それで聖書を本当に理解するためには，まず乙のこ
とを認識し，東洋的感覚で読み，味わうよう心得なければ
ならない。今回はキリス ト教の背景としての旧約聖書に
関連した手頃の手引書を紹介しよう。まず旧約は古代オ
リエントの歴史と諸文化を背景としているのでそれらの
諸宗教と諸文化について知る必要がある。まずアプラハ
ムと関係の深いシュメーノレの宗教と文化，特にウノレの文
化については， N.クレマー「歴史はスメーノレに始まる」
（新潮社〉やウノレの発掘者として名高いウーリーの「ウ
ノレ」 （みすず書房）がすぐれた手引書である。族長時代
以来イス ラエノレと交渉の深かったヒッタイトの文化につ
いては，ツェーラム 「狭い谷・黒い山」 （みすず書房）
が最も詳細で面白い。旧約は世界史の一環として，特に
比較文化史的立場からアプローチする乙とも有益であ
る。そう した面からは，文芸春秋社の「大世界史」シリ
ーズの第1巻三笠宮崇仁 「ここに歴史はじまる」が最も
手頃な参考書である。 殿下は長く日本オリエント学会の
会長をつとめられ，旧約の研究ですぐれた業績を有して
おられる。本書はたんなる歴史ではなく，旧約を中心と
した古代オリエント史の概説書である。ジャーナリステ
ィクであるが学問的に信頼できるものとしてツェーラム
「神・墓 ・学者J（中央公論社）がある。
次に考古学的面からは，新潮社の 「沈黙の世界史」シ
リーズの第1巻江上波夫「聖書伝説と粘土板文明」がす
ぐれている。また文学ないし神話学の面から聖書本文に
アプローチしたものとして，ガスター「世界最古の物語
」 （みすず書房〉と矢島文夫訳「ギ、ノレカ、、メ シュ叙事詩」
（山本書店）の一読をすすめたい。

｜文学部（英）｜ 文学部助教授 片岡 章

世の中には不思議なことが沢山あって，よ く何々の七
不思議と言われます。学生諸君の答案用紙にも実に不可
解な文章が頻出し，しばしば不愉快な謎解きを強いられ
ます。今頃では，この調子でゆくと，私にもあのナスカ
平原の巨大な線模様の謎解きに挑戦する資格さえ出来る
かもしれないと思っています。英語 ・英文学を専攻する
者には，せめて卒業の頃にはとの謎解きの苦役から私達
を解放して頂きたいものと願っています。四年間をその
ために過すのですから，自分の選んだものにはそれ相当
の成果を上げてもらいたいというわけですが，それには

－ 各教授に聞く －

先ず英語で書かれたものを少しでも多く読んで欲しいも
のです。確かに，英語を理解するためには，その他色々
な領域の知識が必要であり，またそうした勉強を通して
培われた理解力が不可欠です。しかし，だからといって
英語・英文学そのものの勉強をいつまでも延ばすわけに
はゆかないでしょう。やはりテキストのほかに自分で本
を選択し，英語を読み進めてゆく乙とが大切でしょう。
主体性ということがよく問題になります。例えば信仰
においては，神の主体性を自分の主体性とするという面
があると思いますが，それにはどこかで先ず自分の主体
性を放棄するという難関があるはずです。今難関と言い
ましたが，これは私にとってだけでなく， 多くの人にも
通過しづらい関所であろうと思われるからです。信仰の
問題は今はおくとして，もし私達の主体性がこれ程に頑
固なものであるならば，その頑固さを英語の勉強に逆用
したらどうでしょう。テキストは自分の好みとは無関係
に選ばれ，その勉強にはどとか強制されているという意
識がつきまとうかもしれません。しかし自分の責任で本
を選び， 自分の意志によって計画を立て，その遂行を自
分に課してゆくならば， 一つ一つの課題の消化は深い満
足感を生み出し，新たな意欲をかき立ててくれる乙とと
思います。
こ乙でこれを読みなさいという一冊の本があれば申し
分ないのですが，残念ながらそのような本の持ちあわせ
がありません。それぞれの本にその本としての良さがあ
り， この一冊というのを決めかねるからです。そ乙で簡
単な英米文学史を読んで，その中から自分に合った最初
の一冊を選んで下さい。そうすれば，乙の一冊の中から
それに続く読書の方向が示され，あとはきっと時間との
張りのある闘いになるでしょう。

日事部（仏リ文学部教授末松 書

「初心忘るな」と申しますが，後に忘れる乙とになる
かもしれない心を，もともと抱くことができなかったら
どうなるのでしょうか。僕等はもともと人生の初心なる
ものをもちはしません。逆説的ですが，乙れはむしろ僕
等が生涯求め続けるべきものでしょう。
同じ乙とが学聞について言えるのかもしれません。外
国語学習の初心とは，その困難J或いは不可能を徹底的
に思い知ること，そしてそれでもなお知り尽そうと固く
決意するという矛盾した覇気にありはしないかと僕は思
うのです。ですからこの矛盾が大きければ大きいだけ，
僕等もそれだけ絶望的な， しかしまたそれだけ激しい熱
情をもって学習に向う乙とができましょう。
乙乙でまず紹介するのは，日本民族によるヨーロッパ
文明や言語習得の初心にかかわる本二．三冊です。
1 .杉田玄白 「蘭学事始』 （岩波文庫5095)
2.吉村昭「冬の鷹」 （毎日新聞社，昭和49年）特にこ
の本の前半は面白いと思います。
3. 『どちりいな ・きりしたん」 （岩波日本思想大系25
「きりしたん書」所収〉
それから，二，三年次以後の学習のために買っておい
たらよいと思うのは， Le petit Robert という仏語辞典
です。

． 

． 



西南学院大学図書館報 No. 7 6 (3) 

｜商学部1商学部教授 山口稲生
商学・経営学科の諸君は，大体，会計学 e経営学・商
学のような三つの学問領域にわたる諸学を学ぶわけです
が，三つに共通していえることは，それらの基本的な学
問の図書を先ず， しっかりと読んで，学んでおく必要が
あるという乙とです。 三つの学問はいずれも広い意味で
の経済学の理論にかかわりをもっているので，その意味
で，それぞれの基礎となる図書を読むのはもちろんです
が，それと併行して，経済学の基礎知識をしっかりと身
につけることをおすすめ致します。それが，それぞれの
学問の各論を将来，詳細に研究する際に，その研究を
奥深いものにする助けとなると思います。
そして，その上で．あるいは，それと併行して， 上記
の三領域に関する基本的な図書を経済学の知識をさらに
具体化するつもりで，学ばれればよいと思います。． 上記の三慨に関わるそれぞれの基本的な理論を展開
した適切な図書を，全て，あげることは，私の専門が会
計学であるためI~，私の能力を超える問題ですので，そ
れぞれの専門の教授の御指導に従って頂くとととして，
私の専門である会計学に限っていえば，次の如くですっ
会計学は，もともと，簿記という計算方法と深い関わ
り合いをもっていることから， 簿記のもつ技術的側面の
習得を必須のものとします。そしてその上で，そのよう
な簿記のもつ経済的論理，社会的側面の研究が要求され
るわけです。したがって，会計学の勉学は，当初から非
常に忙しいものです。
そこで，結論として，まず， 簿記技術を習得した上
で，会計学の基本的な図書を読むというととになります
が，その基本的な理論を展開している代表的なものの若
干を下に示すことにします。
1 .黒沢清著， 「近代会計学」春秋社
2.馬場克三著， 「会計理論の基本問題」森山書店
3.岩田巌著， 「利潤計算原理」同文舘
4.山下勝次著， 「損益計算論」泉文館
5.山下勝次著， 「会計学一般理論」千倉書房
6.内川菊義著， 「会計学の基礎理論」森山書店
以上は， 会計学の中でも，特に，財務会計に関する代
表的なもののみをあげたにすぎませんが．他の会計学分
野については，それぞれの専門教授の御指導を仰いで下

さい。． ｜経済学部｜ 経済学部助教授山村延昭
わが国の経済学界では，基本的には近代経済学とマル
クス経済学の2つの学派が存在し，対立しており，とれ
におうじて多く の大学でも， 2つの系統の経済学の講義
がおこなわれています。
そのため，経済学をはじめて学ぶ諸君は，まず，自然
科学の場合とは異なって，経済学が乙のように2つの学
派に分かれ， 長期にわたって対立していることを奇異に
感じ，かっとの2つの学説のいずれを選択して学ぶべき
か迷うととが多いと思います。
しかしそのときには，若い知識欲に燃える諸君は，た
めらう ことな く見聞できる知識をすべて貧欲に吸収し，
我物としなくてはなりません。 といっても，諸君はただ
漫然と目前にあるものを学ぶ，あるいはたんに「単位」
を取るために学ぶといったところにとどまってはなりま
せん。なぜ近代経済学とマルクス経済学の2つの学派が
存在し，対立しているのか。その根拠は何か，両者は基
本的にはどのように異なった性格をもっているのか，を
まずおおまかにでも理解し，その点を念頭において学ぶ
必要があります。

ところで，資本主義社会における基本的階級は，資本
家階級と労働者階級であります。そして資本主義は， じ
つのところ，商品生産を基礎にして資本家階級が労働者
階級を搾取する経済制度であり， したがってこの基本階
級は，たがいの階級的利害が異なり対立しており，その
意味で異なる階級的立場にあります。すなわち，資本家
階級は，資本主義の擁護と維持を自己の利益とし，労働
者階級は，資本主義の批判と変革をその利益とする立場
にあります。
まさにこの事実に規定され，それを反映して，資本主～
義または現代資本主義を考察する場合にも， 基本的には
2つの異なる観点二階級的立場ーがあります。すなわち資
本家階級＝ブノレジョアジーの立場と労働者階級＝プロ レ｝ι
タリアートの立場がそれであり，そして現在．との2づ
の異なる立場ーから当然ながら2つの異なる性格の経済学
が形成され，対立しています。近代経済学とマノレクス経
済学がそうです。いし可かえますと，近代経済学は資本主
義の擁護と維持に利益をもっフツレジョアジー（とりわけ
独占プノレジョアジー〉の立場から形成された経済学であ
り，それに対して，マノレクス経済学は資本主義の批判と
変革に利益をもっプロレタリアートの立場から形成され
た経済学である，というととができます。

｜法学部｜ 法学部助教授河島幸夫：

大学は学問を抜きにしては考えられず，大学での学問叫
は授業を抜きにしては考えられない。そ乙で新入生諸君
には，授業を通じて学聞に最大のエネノレギーを注いでほ
しい。そのためには，大学における読書生活の基礎とし
て各科目の教科書・ 参考書を精読することが必須であ
る。 いわゆるノ ート講義の授業においても，その時々に
紹介される参考文献があるはずだから，一つの授業につ
いて少なくとも 2～3冊の書物を読破しないと，授業内
容をほんとうに理解することは不可能である。
「授業が難しい。テキストが難しい」という声をよく
聞く が，テキストも持たず，あるいは持っていても何回
となくくりかえして読む乙とをしなければ，授業やテキ
ストが分からなくても当然である。
以上のように，「まず教科書・参考書を熟読すること」
をおすすめする。次に分からない箇所は辞書類（言語，
人名，専門分野等で各種の辞書が図書館の2階と 4階に守
常備されている〉で調べよう。それでも不明な箇所は授
業中にどしどし質問すればよい。
さて，法律学関係の教科書 ・参考書その他の関係文献
については，各授業中に諸先生が紹介されるものを参考
にして頂くことにし，と乙では私の専攻する政治学関係
の基本書を紹介てしみよう。
① ゾン卜ハイマー 「ワイマーノレ共和国の政治思想」
ミネノレヴァ書房，1977年
② フォアレンダー 「マキァヴエリーからレーニンま
で』創文社， 1978年5月発行
③ ミュラー「キリスト教倫理入門JYMC A出版； "(.; 
1978年5月発行
①の著者は， ミュンへン大学教授で昨年10月に本学で
講演して頂いた。乙の書物は， ドイツにおけるワイマゥi
jレ・デモクラシーの崩壊とナチ政権登場との精神的基盤：
を政治学的に分析したものである。 γ 

②の著者は， ワイマーノレ期ドイツの哲学者であるがi
本書はマキァヴエリ ーノレソー， カント， へーゲノレ， マノレ
クスをはじめとする近代ヨーロッパの政治思想を簡潔
に，かつ生き生きと描写した古典的名著である。
③について。キリスト教は政治学と無関係のように思
われるかもしれないが，けっしてそうではない。この書ム
物は，キリスト教と人間，社会，政治の問題を要領よく ，．
まとめたものとして興味深いq
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｜一般教育｜ 文学部助教授森 泰男

周知のように，英語のスクーlレは暇というギリシア語
から来ている。諸君は高い金を払って暇を買って貰った
ようなものである。諸君は今まで受験勉強に毎日あけ丈
れていた。大学に入って，解放の気分を味わっている ζ
とであろう。大学時代は犬いに遊んでやろうと考えてい
るのではないかと思う。
あるいは，もうこれで人生は決まったようなものだと
考えて，今頃はあきらめに身をゆだねているのかも知れ
ない。しかし人生というのは面白いもので，そう簡単に
は決まらない。もしあきらめが 「明らかに見る乙と」で
あるならば，あきらめるとは目を閉じるととではなく，
逆に目そしっかりと聞いて現実を見，自己自身を見るこ
とではなかろうか。
乙のような人生の問題について考え悩む乙と，自己と
世界を明らかに見ようと努めること， これが学問をする
ということなのだ。遊ぷというととも乙のような学聞に
おいて初めて生まれてくるのである。
さて，学問は学と問というこつの言葉からできてい
る。学ぷとは「まねぶ」という乙とで，先生の言う通り
にまねをし，習い覚えることである。一方，問うとは事
柄の真実を究めようとする主体的な努力である。学ばな
いで真理を究めよう としても不可能であり，学ぶだけで
問わないものは九官鳥と変わらない。そこで，真に考え
問う乙とができるためにも，人生の師をみつけてほし
い。幸いなととに，我々は書物を通して古今東西の師に
出会うことができる。卒業してしまうと，仕事以外の本
が読めなく なる。在学中に本を読む訓練をしてほしい。
読書を通じて，ものを考える力を身につけてほしい。
そのためにも， 東西の古典を是非読んでほしし1。西洋
では，聖書とホメーロスが古典の双壁である。聖書につ
いての解説書は沢山あるが，まず聖書そのものを読んで
ほしい。特に，旧約では創世記，出エジプ卜記， ヨブ
記，新約ではマノレコがおもしろいであろう。
次に参考までに，学問論，古典学，キリスト教学関係
の本をあげておく。
。田中美知太郎， 「学問論J（筑摩書房〉
。ホメ ーロス， 「イーリアス」（岩波文庫〉
。田中美知太郎， 「古典への案内」 （岩波新書〉
。山本七平， 「対談・日本人と聖書」 (TB Sブリタ
ニカ）
。猪城博之， 「道の学びJ（梓書院〉
。ドストエフスキー， 「罪と罰」 （新潮社）

先輩から後輩ヘ送る図書館利用法

長崎外国語短期大学助手 石川 昭仁

図書館の利用法といっても様々あるが，ここでは，図
書館を文献探索の目的で利用する場合を考える。参考図
書を上手に使って，資料を検索し，館内をコマネズミの
ように走り廻る無駄な労力と時間を節約しようという訳
である。折角，図書館へ行っても，文献がみつからなか
ったと嘆く後輩諸君が多いから，参考図書の使い方の一
例を挙げ，資料検索の方法を説明するのは，十分に意味
のある乙とだと，思う。
さて，仮に「エネノレギー問題」の文献を集めたいとし
よう。本学図書館所蔵の単行本は30万冊，定期刊行物は
2,500種類もあるから，それらを一冊ずつ見て文献を探
すのは，事実上不可能に近い。どうしても，合理的な文
献探索には，文献目録や各種索引を利用せざるを得なく
なるのである。
(1) 単行本一一「エネノレギー」関係の本の検索は，件
名目録カードでその項目を見れば簡単だが，本学に

はそのカードが準備されていないので，それにかわ
るものとして分類目録があるので乙れでその項目を
みてゆく。あわせて次の参考図書をみるとその他に
その関係の図書が出ているのがわかり参考になる0

・和書→ 「出版年鑑」 「全日本出版物総目録」など0
・英米書→ SubjectGuide to Books in Print及び

Cumulative Book Index. 

(2) 雑誌（一般 ・学術雑誌 ・大学刊行物等〉

・和雑誌→「雑誌記事索引」
・英米雑誌→Readers'Guide to Periodical Literature. 

(R. G.) Social Sciences Index及び Humanities

Index. (・Hum. Ind. ) 

(3）新聞→「朝日新聞重要紙面でみる19××年」など。
New York Tims紙は，NewYork Tims Index 

を使って検索。

(4）政府刊行物→参考図書ではないが， 「変化の中の 一

資料問題」 （経済企画庁）， 「将来の資源問題」 c •・
科学技術庁）。米国議会出版物は，CIS( Congre・司F

ssional Information Service ）（福岡アメリカンセン

タ一所蔵〉の’Indexで検索。

以上の参考図書の 「エネルギー問題」の関連項目，す
なわち喫Energy””PowerResources，， などを見て，そ乙
に記載されている論文名（書名）， 著者名，雑誌名，出
版年等を，逐次書き並べてゆけば， 「エネノレギー問題」
に関する一応の参考文献が出来上る訳だ。その中から西
南学院大学図書館に所蔵されている文献（全体の3割以
下だと思うが）のみ利用してもいいし，それでi不十分で
あったり，重要な論文が本学にない場合，一般に「総合
目録」と呼ばれる参考図書を見τ論文の所在を知り，そ
の図書館の文献複写サーヴィスを利用して，目当ての資
料を手に入れることができる。同様に，日本になけれ
ば，外国の図書館から手に入る。
以上，「エネノレギー問題」の文献資料検索にあたり，ご
く基本的な参考図書のみ使用したが，より包括的な資料
探索のためには，一層専門的な参考図t書を併用しなけれ
ばならない。英米文学に例をとるなら， R.G.や H山n.
Ind. の他に， Abstractsof English Studies，および
American Literatureや PMLAの中の文献目録を同時
に活用することができるのである。
多くの人々の努力によって本学図書館のサーヴィス機

能は徐々に改善されつつあるし，図書館の中枢とも言うa・h
べき 「参考図書室」が充実されるのを期待している。 司W
最後に，私はライブラリ ー・ ワークが組み込まれた授
業やライブラリ ー・リ サーチの方法を体系的に学ぶ機会
が西南にも設けられるよう希望する。私たちの知的好奇
心とア’カデミックなレベ、／レの向上のために。
（筆者は，昭和53年3月大学院文学研究科英文学専攻
修士課程修了）

く あとが’き＞

ど入学おめでとうございます。さて新入生の皆さん

は， 今後4年間本学において学問を究められるわけで
すが，期待と不安を担って授業に臨まれるにあたって，

少しでも皆さんの指針となればという発意のもとに，各

学部の図書館委員の先生方に， ー新入生のための読書案

内ミという題で執筆していただきました。

第4面においては，本年度本学を卒業されました石
川さんに， 図書館をいかに利用したら，今後4年聞に知
識欲を開拓できるかという発案のもとに，執筆していた

だきました。

今後の図書館の利用を期待します。 (I. A.) 


